
平成26年２月19日
財       政       課

（単位：千円）

6,330,773

　<主な内訳>

・橋りょう補修・耐震補強、トンネル設備更新、通学路の安全対策など 1,300,000千円

・河川改修、堰堤改良、海岸侵食対策など 1,711,000千円

・砂防堰堤などの土砂災害防止施設の整備など 　597,500千円

　197,273千円

2,000,000千円

　○ 債務負担行為の追加（ゼロ国債） 454,000
【債務負担行為】

　<主な内訳> 復旧治山事業費（284,000）、地すべり防止事業費（95,000）等

（単位：千円）

　○ 国補正予算を活用し地域の活性化に資する社会資本の整備を積極的に推進 1,764,450

　<主な内訳>

・新幹線新駅やＩＣへのアクセス道路の整備など 　900,000千円

・都市の環状道路・放射道路などの整備など 　176,000千円

・担い手を支援・育成するための農業基盤整備など 　200,000千円

　○ 債務負担行為の追加（ゼロ国債） 210,000
　<主な内訳> 道路橋りょう改築費（100,000）、水産基盤整備事業費（110,000） 【債務負担行為】

　○ 国補正予算における「防災・安全交付金」などを活用し、災害に強く強靭な
　　　県土づくりを推進

・災害に強い山づくりのための治山事業など

・国営附帯県営農地防災事業費（庄川左岸地区）

平成２５年度２月補正予算案の概要（ポイント） 

～ 一般会計総額１５７億３８百万円の補正 ～ 

国補正予算と連動した社会資本整備および平成２６年度当初予算財源 

として活用する基金の積み増し、平成２６年度実施事業の前倒し 
   

 １ 防災・減災事業の推進 

 ２ 地域活性化のための社会資本整備の推進  

・年度間の切れ目のない発注により事業量を確保するとともに、適切な工期設定等により、 
その事業効果をできる限り早期に発現するために追加 



（単位：千円）

　○ 県立学校の改築、耐震化の推進 108,395

　○ 特別支援学校の空調設備整備 223,850

　○ 少子化対策関連事業の実施 40,000

（単位：千円）

　○ 緊急雇用創出臨時特例基金の積み増し 1,397,600

　○ 子育て支援対策臨時特例基金（安心こども基金）の積み増し 208,000

　○ 農地中間管理事業支援基金の創設 504,034

　○ 森林整備・林業再生基金の積み増し 1,253,284

　○ 森林整備地域活動支援基金の積み増し 41,500

　○ 地域の元気臨時交付金の地域振興基金への積立 3,700,000

　○ その他

・消費者行政活性化基金（21,017千円）

・自殺対策緊急強化基金（16,000千円）

・緊急雇用創出臨時特例基金（住まい対策分）（92,855千円）

・高校生修学支援基金（33,451千円）

 ４ 人材育成、子育て、農林水産業等の施策を推進するための基金の積立て 

・人材育成や処遇改善を支援する「地域人づくり事業」創設に伴う積み増し 

・木材加工施設整備、路網整備などを引き続き実施 

・農地の面的集約強化を促進する「農地中間管理機構」の運営に係る支援 

・森林現況調査、境界の明確化等への支援を引き続き実施 

・私立保育所整備等を引き続き実施するほか、不妊治療支援を新たに基金で実施  

 ３ 県立学校施設整備や少子化対策事業の実施 

・富山総合支援学校普通教室棟の改築、富山視覚総合支援学校管理棟の耐震化など 

■国「地域少子化対策強化交付金」を活用した少子化対策事業 

 ・とやまマリッジサポートセンターの開設 

 ・病児・病後児保育推進セミナー、意見交換会の開催 

 ・子育て支援人材育成・マッチング事業の実施 

 ・子どもの居場所づくり活動支援事業の実施 など 

・特別支援学校の全普通教室に空調設備を整備 

・平成26年度実施事業に係る所要経費を積み立て 


